
令 和 ８ 年 度 事 業 計 画 

１．基本方針 

高年齢者雇用安定法の改正により企業には６５歳までの雇用確保義務に加え、７０

歳までの就業確保措置を講じる努力義務が課されることとなりました。これに伴い、

高年齢者に対する雇用および就業の確保措置の重要性は一層高まっています。 

一方でセンターへの入会者の減少や新規入会者の高齢化が進行するなど、センター

を取り巻く環境は依然として厳しい状況にあります。 

また、令和６年１１月に施行された「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関す

る法律」（フリーランス法）により、フリーランスに位置づけられるセンター会員も

法的保護の対象となり、安心・安全に就業できる環境の整備が求められています。厚

生労働省および全国シルバー人材センター事業協会からも、センターにおける契約方

式の見直しを進めるよう方針が示されており、当センターでは令和８年度から新たな

契約方式（包括契約）への移行に取り組んでまいります。 

加えて、公益法人制度の改正に伴い、法人運営の透明性やガバナンスの強化が求め

られています。当センターにおいても、定款や運営体制の見直しを進め、公益性の確

保と制度への適切な対応を図ってまいります。 

このように、センターを取り巻く環境は著しく変化しており、こうした変化に的確

に対応し、今後も地域社会において必要とされ、信頼されるシルバー人材センターを

目指し、令和８年度におきましても「自主・自立、共働・共助」の理念のもと、本計

画に掲げる事業の着実な推進に努めてまいります。 

 

２．事業実施計画 

（１）普及啓発活動の推進と情報提供 

① 一般家庭や事業所等を対象にイベント等でＰＲを行う。 

② 市広報紙等により市民への情報提供を積極的に行う。 

③ 機関紙「シルバーだよりにしお」を年 2 回（8 月、1 月）作成・配布する。 

④ ホームページを活用して、情報公開並びに事業ＰＲを行う。 

⑤ 電柱広告等を実施し、事業ＰＲを行う。 

⑥ 関係事業所や公共施設等へパンフレットを設置し事業ＰＲを行う。 

⑦ SNS を活用しセンターＰＲを行う。 

⑧ 会員専用サイト「Smile to  Smile」の普及を推進し、センターと会員との情

報連携を図る。 

 

（２）会員の増強及び就業指導の実施 

① 会員入会説明会を、本所、支所において毎月開催し、シルバー事業の魅力を

伝えると共に、入会時におけるシルバー基本理念の周知徹底を図る。 

② 入会説明会参加者の追跡調査及び会員自ら積極的に入会勧誘を図る。 

③ 女性の会による女性のための各種講習会等を開催し、女性会員の確保を図る。 

④ 入会キャンペーンを実施し、入会促進活動を実施する。 

⑤ インターネットを利用した入会案内・入会申し込みに取組む。 



⑥ 新入会員を対象に、就業説明会を実施し、シルバー事業に対する理解度や就

業マナーの向上を図る。 

⑦ 長期就業及び雇用とみなされるような就労に対する適正就業の指導を行う。 

⑧ 会員の健康や就業に関する意向調査を実施し、会員の能力に適応した就業 

機会の創出に努める。 

   

（３）安全・適正就業の徹底 

① 「安全は全てに優先する」の原則に基づき、安全適正就業委員会が中心とな

り、安全・適正就業を推進し、就業現場の安全と、就業途上の交通事故防止

に努める。 

② 安全就業及び適正就業に関する情報収集を行い、強化月間等を設けて事故防

止と就業の適正化を図る。 

③ 安全パトロールを実施し、安全装具の着用徹底と安全対策について指導を 

実施する。 

④ 安全就業の意識啓発のため、安全ニュースを作成し発行する。 

⑤ 適正就業ガイドライン（センター案内パンフレット）を活用し、適正就業の

周知を図る。 

⑥ 会員自らが身体機能を把握・確認し、健康維持・管理に努め、健康診断の受

診や日常的な健康管理、体力づくりなどを図る。 

⑦ 草刈作業中の飛び石事故ゼロを目指した取り組みを行う。 

⑧ 危険性の高い作業は受注せず、適正な仕事の提供に努める。 

⑨ 安全作業マニュアルを活用し、新入会員に対する安全教育を実施する。 

⑩ チェンソー、刈払機の使用者に労働安全衛生教育の受講を義務付ける。 

⑪ 猛暑対策として、熱中症警戒アラート発令時の就業制限を実施する。 

 

（４）就業機会の確保拡大及び組織的提供 

① 発注者との信頼関係による継続就業を図る。 

② 要支援高齢者に対する生活支援事業の積極的な推進を図る。 

③ 家事援助サービス事業に従事する会員の確保及び必要な講習会等を実施し、 

質の高い就業の提供に努める。 

④ 教育・子育てなどの分野での事業について取組を図る。 

⑤ 地域班、作業班の積極的な班活動を支援し、会員の自立化を推進する。 

⑥ 一般家庭や事業所等の訪問を積極的に行い、就業開拓・就業会員の確保等を

図る。 

⑦ シルバーワークプラザの充実により就業機会を確保する。 

⑧ 西尾市高齢者生きがい活動センターの充実により就業機会を確保する。 

⑨ 地域と連携し企業に対する就業拡大に取組む。 

⑩ 空き家対策事業について、市と連携を図り新規の発注者の獲得を図る。 

   

（５）事務局の組織強化 

① 本・支所間の連携を密にし、機能的で効率的な組織づくりを進める。 

② 公益社団法人として、法に基づく法人の適正運営を図る。 

③ 職員研修には積極的に参加し、自己の資質向上に努める。 



④ 他福祉団体等との連携強化を図る。 

⑤ ICT を活用し、事務の効率化や経費節減に取組む。 

 

（６）労働者派遣事業への取組 

① 愛知県シルバー人材センター連合会が実施する労働者派遣事業の実施事業 

所として、臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る雇用を希 

望する高年齢者を対象にシルバー派遣事業を実施する。 

② 愛知県シルバー人材センター連合会と連携し、高年齢者の働き方の選択肢と

して労働者派遣事業を実施し、多様化する会員の要望に対応する。 

③ 派遣従業員教育を実施し、会員のスキルアップを図り、地域に必要とされる

人材の育成を図る。 

 

（７）有料職業紹介事業への取組 

① 愛知県シルバー人材センター連合会が実施する有料職業紹介事業の実施事業

所として、臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る雇用を希望

する高年齢者を対象に職業紹介事業を実施する。 

② 愛知県シルバー人材センター連合会と連携し、高年齢者の働き方の選択肢と

して有料職業紹介事業を実施し、多様化する会員の要望に対応する。 

 

（８）講習会、研修会等の開催 

① 会員の資質技能向上や安全就業及び会員の健康管理推進のための各種講習会

及び研修会等を実施する。 

② 高齢者活躍人材確保育成事業等を活用し地域ニーズに応じた講習会を実施 

する。 

③ 会員の交流及び健康管理を目的とした大会等を開催する。 

④ 会員の技能、技術レベルに応じた研修会、講習会等を実施する。 

⑤ 会員のデジタル利用推進に向けた講習会等を実施する。 

 

（９）指定管理事業への取組 

西尾市歴史公園の維持管理及び自主事業として、呈茶事業の実施、また関係団

体と協力し催事事業を実施する。 

 

（10）ボランティア活動への積極的な取組 

① 社会奉仕活動を通じて、地域に根付いた活動を展開する。 

② 高齢者の生きがいの充実及び社会参加の喜びの推進を図る。 

③ 地域班を活用したボランティア活動の充実を図る。 

 

（11）法人運営のための総会等会議の開催 

① 西尾市等の関係行政機関との連携を深めるとともに、公益社団法人愛知県シ 

ルバー人材センター連合会や県内外のセンターと情報交換を行い、センター事 

業の円滑な運営と伸展を図る。 

② 総会、理事会、各種委員会等を開催し、円滑な事業運営を図る。 

 



（12）請負・委任における契約方法の変更 

「特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律」（フリーランス法）の趣

旨を踏まえて、発注者と会員との間に直接的な契約関係が生じるよう新たな契約

方式（包括契約）への移行を図る。 

 

（13）公益法人制度改革への対応 

「公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の一部を改正する法律」

(改正公益認定法）に基づき、新たな認定基準への対応を図る。 

 

（令和 7年 12月 18日開催第５回理事会決議） 


